


 

9:45～10:00  受付（研究棟 3 階エレベータ前） 

10:00～10:20 開校式（あいさつ、オリエンテーション、科研費の説明） 

10:20～10:50 講義（１）：「ナメクジとその脳のはたらき①」 

10:50～11:00 休憩 

11:00～12:20 実習（１）「ナメクジの学習行動実験」 

12:20～13:20 昼食（1 階ホール） 

13:20～13:50 講義（２）：「ナメクジとその脳のはたらき②」 

13:50～14:50 実習（２－１）：「ナメクジの脳波記録＆研究室探訪」または「ナメクジの脳の摘出」 

14:50～15:05 休憩（お茶とお菓子） 

15:05～16:05 実習（２－２）：「ナメクジの脳の摘出」または「ナメクジの脳波記録＆研究室探訪」 

16:05～16:45 アンケート実施、質問タイム、未来博士号授与 

16:45      解散 

 

３．実施の様子 

初めの開校式では「科研費」について、小学生でも分かるように

説明し、続いて３０分程度かけ、脳・神経に関する一般的な説明

とナメクジの性質に関するレクチャーを行った。休憩をはさんで、

予め条件付けした個体を混ぜこんだナメクジについて、参加者あ

たり４匹の記憶保持テストを盲検で実施してもらい、最後に答え

合わせとデータのまとめを行った。午後は、入れ替わりの形で、実体顕微鏡下での脳摘出を行うグループと学

内ツアーに行くグループに分かれた。ツアーでは、飼育されているナメクジの他、ヒドラ、クラミドモナス、アフリ

カツメガエルが飼われている様子を見てもらい、さらに組織染色されたナメクジの大触角を正立顕微鏡で観察

した。最後に、質問タイムと未来博士授与式を行い、解散とした。 

 

４．事務局との協力体制、広報活動 

事務局（本学地域連携センター）からは、主に広報活動において協力を得た。近隣小学校６校の教頭に、チラ

シ配布依頼ためのアポイントメントを取ってもらった。今回は例年と異なり、コロナ感染症の影響でチラシ配布

に非協力的な小学校もあり、参加者集めに苦労した。例年は、近隣の小学校１校にチラシを配布すれば定員

を超える生徒からの応募があるが、今年は実施時期が夏休みでないことと、おそらくコロナ感染症を保護者ら

が心配したために、チラシ配布数の割に応募数があまり多くなかった。 

 

５．安全配慮 

上述のような感染症対策を行った他、解剖実習については補助アルバイト学生を十分な人数配置し、ほぼマ

ンツーマンで解剖の指導ができる体制を作り出した。さらに、イベント保険にも加入した。 

 

６．今後の発展性、課題 

今回は、多数の小学校に対して広報活動を行った結果、そこで受ける対応が小学校によりまちまちであること

を知った。つまり、本活動が生徒にとってプラスであると理解した上で積極的にチラシ配布に協力してくれる小

学校と、何かのいかがわしいセールスと同等とみなして配布に難色を示す小学校があった。これは、ひとつに

「ひらめき☆ときめきサイエンス」という事業の認知度がいまだに低いことが原因であると思う。「ひらめき☆と

きめきサイエンス」においては、小学生を対象としたプログラムの割合はあまり高くないように見受けられるた

め、本プログラムのような低年齢層を対象としたものの実施をもっと推進すべきではないかと感じた。 


